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2024 国語科学習デザイン学会第７回研究大会プログラム 

 

１ 日 時   2024 年 1 月６日（土） 9 時 30 分（受付開始）～ 16 時 10 分 

 

２ 会 場   創価大学教育学部棟（東京都八王子市丹木町１丁目２３６） 

       会場 １：Ｂ１０３  ２：Ｂ３０４  ３：Ｂ４０４ 

 

３ 日 程   受 付 9：30 ～ 

        研究発表① 10：00 ～ 10：30  会場 １・２・３   

        研究発表② 10：30 ～ 11：00 

        研究発表③ 11：00 ～ 11：30 

        研究発表④ 11：30 ～ 12：00 

          休憩 

        研究発表⑤ 13：00 ～ 13：30 

        研究発表⑥ 13：30 ～ 14：00 

        研究発表⑦ 14：00 ～ 14：30 

        研究発表⑧ 14：30 ～ 15：00 

         研究発表⑨ 15：00 ～ 15：30 

 

     15：40～16：10 交流会 会場 Ｂ３０３ 

     17：30 から八王子駅前で懇親会を予定しております。 

 

４ 参加費  2,000円       （会場費・運営費・交流会費。予稿集は作成しません） 

     参加申し込みの際に弁当の予約を受けます。（1000 円） 

 

５ 参加申し込み等 

 １）参加申し込み 

   （当日参加も可能ですが、準備の都合上なるべく事前申し込みをお願いします。） 

  １２月１０日までに、学会ホームページからフォームでご回答ください。 

 ２）発表申し込み（締め切りました） 

    １１月３０日までに以下の内容を kokugokadesign@gmail.com へ 

  件名：「研究発表申し込み」） 

  氏名・所属・発表題目・２００字以内（40 字 5行以内・厳守）の発表要旨 

 ３）発表者は、資料（書式は『国語科学習デザイン』に準ずる）５０ 部を当日持参し、 

   会場で配布すること。 

   当日資料を Google Classroomにアップできるようにします。 

 ４）発表用のプロジェクター、パソコンは会場側で用意します。 

   自分のパソコンを持参する場合は、可能な限りインターフェースご持参のこと。 
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６ アクセス   

  アクセスについては創価大学ホームページをご参照ください。 

 

 
バス（20 分程度） 

1.創価大学正門東京富士美術館行き 

（ひよどり山トンネル経由、八日町経由、直通便） 

創価大学では正門バス停のみ停車。直通バスは JR 八王子駅始発です。 

2.創価大学循環 

ひよどり山トンネル経由、八日町経由 

創価大学では、正門、創大門、栄光門の各バス停に停車 

3.創価大学栄光門行き（直通） 

朝 2 便のみ運行。創価大学では栄光門バス停のみ停車。JR 八王子駅始発です。 

 

７ 懇親会 

  17：30から八王子駅前で懇親会を開催します。 

「くいもの屋わん 八王子ユーロード店」 会費は 3，000円程度を予定。  
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８ 研究発表 プログラム 

 

会場 １ 司会 ①～④小川高広：河村岳人  ⑤～⑨新井翔太：大島彩弥香 

 

発表① 10：00 ～ 10：30  

公共図書館と大学図書館の協同的な運営に関する調査研究 

松本修（玉川大学教職大学院）・與那覇晴乃（宝塚医療大学附属図書館宮古島分館） 

公共図書館の運営が財政的に難しい局面を迎えつつある。今後の図書館のあり方を考

えていく上で、公共図書館と大学図書館の協同的な運営のあり方について、検討していく

ことが大切である。宮古島に設置された宝塚医療大学観光学部は、宮古島市立図書館城辺

分館の譲渡を受け、大学付属図書館として運用しながら公共図書館の機能も持つという

試みを始めた。その運営の実際を調査し、報告する。 

 

発表② 10：30 ～ 11：00 

比喩表現の言語技術化のための学習デザインの提案 

―アナロジー思考醸成の足掛かりとして― 

河村岳人（上越教育大学教職大学院院生） 

本研究では、言語知識獲得の段階で終着することの多い「比喩表現」の価値について捉

え直し、「比喩表現」の言語技術化を目的とした学習デザインを提案し、中学生を対象に

実践を行った。その結果、学習者が「比喩表現」を日常生活で活用できるレベルに到達す

るまでの過程の中で、言葉と言葉の共通点を見出し、類推し、抽象概念と具体概念を往還

する思考である「アナロジー思考」が醸成されるという観測を持つことが可能となった。 

 

発表③ 11：00 ～ 11：30 

他者意識の育成を目指したコミュニケーション教育の提案—小学校高学年の実践から—

若林澄香（上越教育大学学生） 

中央教育審議会(2018)は、「子供たちには、他者の存在を意識しながら発信する力 

や他者に共感する力も身に付けさせる必要がある。」と述べている。自分の話し合いの様 

子を自分でモニタリングし、他者意識に関するメタ認知的知識を認識することで、よりよ 

いコミュニケーションが取れると考える。本研究では、小学校高学年の他者意識の実態か 

ら、コミュニケーション能力をより向上させる方法を案出・実践し、分析・考察する。 

 

発表④ 11：30 ～ 12：00 

小学校入門期における物語る力を育成する授業デザイン 

―「入門期の子どもが物語る力を内面化するプロセス」を教科書教材に援用して― 

小川高広（上越教育大学附属小学校） 

小川（2023）において、M-GTA を援用し「入門期の子どもが物語る力を内面化するプロ

セス」を明らかにした。これは 94 時間に渡る授業実践が基となっている。一方、教室に

おける物語創作は、限られた時数の中でなされている実態がある。見いだしたプロセスに

ついて「実践が応用の場」と言いつつも現場とは大きな解離がある。そこで教科書教材、
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標準時数を鑑みた小学校入門期における物語る力を育成する授業デザインを提案する。              

            

休憩 

 

発表⑤ 13：00 ～ 13：30 

国語教育における三角ロジックの用いられ方の問題点 

篠崎祐介（東京学芸大学）・幸坂健太郎（北海道教育大学） 

新学習指導要領において国語科に「情報の扱い方に関する事項」が新たに加わった。論

理的思考力の育成への関心がこれまで以上に高まっている。論理的思考力を高めるため

のツールとして三角ロジックが国語科でしばしば取り上げられる。本発表では、国語教育

において三角ロジックがどのように用いられているかを示しながら、その使用のされ方

の問題点を指摘する。 

 

発表⑥ 13：30 ～ 14：00 

青年期段階における自己語りを通した自己形成を促す学習デザイン 

―ナラティブ・アプローチの視点から― 

新井翔太（上越教育大学教職大学院院生）・佐藤多佳子（上越教育大学教職大学院） 

青年期段階の社会的危機として自己形成が挙げられ、その後の発達段階においても自己

形成の問題は常に我々を取り巻いている。また、自己形成とは一人世界での自分づくりで

はなく、他者との関わりの中で自己形成が促される。本研究では、ナラティブ・アプロー

チの視点を用い、他者との交流を通して学習者が自己を捉え直しオルタナティブ・ストー

リーを語ることを目的とした学習デザインを実践する。そこでの個の変容の姿を追う。 

 

発表⑦ 14：00 ～ 14：30 

「走れメロス」における語り手像の創造 

大島彩弥香（上越教育大学教職大学院院生） 

「走れメロス」を教材として授業を行う場合、「語り手」を批評する読みが必要であり、

また「走れメロス」という作品はそのような読みを発生させる教材となりうると考える。

『走れメロス』を教材とし、語り方に着目した授業を行うことで、なぜそのように語るの

かという語り手への批評的な視点が学習者に生まれ、それを通して「語り手像」が創造さ

れるものと仮定し、実践検証する。 

 

発表⑧ 14：30 ～ 15：00 

 学習指導要領を具現化する小学校書写指導 －ICT を活用した指導法の研究－ 

岡田充弘（中村学園大学教育学部児童幼児教育学科） 

藤川理恵子（宇美町立宇美小学校） 

 本研究は、書字技能の育成のために、毛筆書字の習得段階及び、硬筆書字への活用段階

において ICT を取り入れた授業デザインを提案し、実証授業を通して授業者と学習者へ

の効果の検証を目的としている。授業デザイン：動画視聴場面の設定、運筆練習方法の選

択保障、スタディログの共有 効果の検証:模擬授業を通した教職員研修会、教職員によ
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る学級指導の参観・協議会 本研究は科研費（19K02852）の助成を受けたものである。 

 

発表⑨ 15：00 ～ 15：30 

「きつねのおきゃくさま」における心情表現図を用いた自己と他者の読みの比較 

藤井由侑希（上越教育大学教職大学院院生） 

低学年においては自他の違いを認識し、相互作用的な対話を行うことが難しい。本研究

は「きつねのおきゃくさま」において、心情表現図を用いたペア対話を通して、低学年の

児童が自己と他者の読みの違いについて自覚することを目的とする。叙述を根拠とした

登場人物の行動や気持ちを可視化し、透明な素材を活かした「きもちシート」を用いて他

者と直接比較を行いながら、読みを形成する過程の分析と考察を行う。 

 

 

会場 ２ 司会 ①～④大城里緒：中島愛梨  ⑤～⑨伊藤千尋：岩崎直哉 

 

発表① 10：00 ～ 10：30 

『バグダッドの靴磨き』における読みの交流の問い 

大城里緒（上越教育大学教職大学院院生） 

文学において語りを意識して読むことが重要視され、語られ方に着目した読みの方略

を用いて読むことが必要であると考えられる。しかし、『バグダッドの靴磨き』は平和教

育と関連させた先行研究しか見られず、語りに重点を置いた実践は行われていない。本研

究では、『バグダッドの靴磨き』を教材とする読みの交流を実施し、学習者が語りに関す

る読みの方略を用いて文学作品を読むことができるか検証を行い、分析・考察する。 

 

発表② 10：30 ～ 11：00 

学習者による解釈の選択肢の検討 

西田太郎（兵庫教育大学大学院）中島愛梨（世田谷区立等々力小学校） 

テクストを読むという行為において解釈の多様性や妥当性を検討することは、文学教

材がもつテクスト性や他者性に触れることであると考える。しかし、従来の学習では教師

が主導する場面になることが多い。本研究では、実践授業において学習者が問いに対する

答えの選択肢を検討する。これにより学習者は、①多様な解釈の可能性というテクスト性

を体感し、②妥当性、許容できる解釈の範囲、誤答の在り様を認識することができた。 

 

発表③ 11：00 ～ 11：30 

伝える力を高める授業実践の検討 

小黒竜太(座間市立相模中学校) 

本研究は、国語科授業で生徒の伝える力を高める授業実践についての知見を得ること

を目的とした。本研究では、伝えることは伝え合うことと同義と仮定した。すなわち、伝

えることは相互作用のある行為と捉えた。授業実践では生徒の伝える力への認識の変容

を分析した。また、生徒の活動を見とり、途中でフィードバックの介入を行った。研究の

結果、生徒の伝える力への認識は授業を経て相手意識を伴うものになることが示唆され
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た。 

 

発表④ 11：30 ～ 12：00 

森山直太朗作詞作曲「虹」の「読みの交流」と歌唱指導 

菊嶋彪人（上越教育大学教職大学院院生） 

小河ら(2016)や森(2010)の研究では歌曲において歌詞が聴き手に与える影響は大きい

と結論付けられている。しかし理論的に歌詞を軸とした指導法は確立されていない。そこ

で国語科と教科横断を行い、「読みの交流」の理論に基づいて指導を行うことによって、

作詞者や作曲者と対話をしながら自身の読みを確立し、歌唱表現を思考できる学習デザ

インを考案した。 

            

           休憩 

 

発表⑤ 13：00 ～ 13：30 

国語教科書における「作者＝宮沢賢治」の位置 

―「注文の多い料理店」と「やまなし」の「学習のてびき」の分析を通して― 

井上功太郎（美作大学） 

 本発表は、国語教科書の宮沢賢治作品において「作者＝宮沢賢治」がどのように位置づ

けられてきたのかを明らかにしようとするものである。東京書籍の「注文の多い料理店」

と光村図書の「やまなし」の「学習のてびき」を分析し、「作者」がどのように学習デザ

インのなかに組み込まれてきたのか、その変遷とともに示したい。 

 本発表は、2023 年度美作大学職員研究助成を受けている。 

 

発表⑥ 13：30 ～ 14：00 

書くことの学習につながるカンファレンスを通した議論の基盤となる 

考え方の形成と機能 

加藤好広（愛知県立東浦高等学校） 

カンファレンスの過程で議論の基盤となる考え方がいかに形成され，その考え方が学

習者の発話や作文とどのように関連するのかを明らかにする。分析方法としてリヴォイ

シングの知見を用い，以下の２点について検討する。１つ目は議論の基盤となる考え方が

カンファレンスでの発話を促すことや制限すること。２つ目は作文を書くための「足場づ

くり」となったり，学習者が書く内容を修正・検討したりする役割があること。    

 

発表⑦ 14：00 ～ 14：30 

入門期における語彙指導の学習デザイン 

伊藤千尋（上越教育大学教職大学院院生） 

中教審答申において、小学校低学年段階の語彙の量と質の違いがその後の学力差の拡

大に影響しており、低学年の語彙を増やし語彙力を伸ばす指導の改善・充実を図ることが

求められる。本研究では入門期に焦点を当て、未理解語彙との出会いや興味の高まりに重

点を置いた帯単元学習「ことばのじかん」の学習デザインと実践を行った。メタ認知的知
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識を観点として、発話プロトコルやインタビューを分析し、その有用性を明らかにする。 

 

発表⑧ 14：30 ～ 15：00 

学習者の「語り」概念獲得に関する考察 

―小学 3 年「ちいちゃんのかげおくり」の実践を事例に― 

岩崎直哉（富山国際大学） 

「語り」を意識した学習デザインが盛んに行われている。小学校段階では 3 年の「モチ

モチの木」の単元において、「語り手」という学習用語が提示される。しかし、用語を与

えれば、それが直ちに概念化されるわけではない。学習者は、どのような段階を経て「語

り」概念を獲得していくのだろうか。起点となる小学 3 年、とりわけ「モチモチの木」以

前の単元に当たる「ちいちゃんのかげおくり」の学習を事例に考察する。 

 

発表⑨ 15：00 ～ 15：30 

『モチモチの木』絵本版と「モチモチの木」教科書版の作品世界 

佐藤真綺（上越教育大学教職大学院院生） 

『モチモチの木』は絵本が初版の教材である。教科書と絵本では表記や絵の構成が大き

く異なり、学習者の創る作品世界への影響が生じる可能性がある。本研究では、それぞれ

の絵とテクストを基に、登場人物の性格や気持ちの変化、情景、場面の転換、作品の印象

について比較し、「モチモチの木にひがついている！」の一文に着目したグループ対話を

行う。絵本版と教科書版の両方を用いた学習デザインの有効性について検証をする。 

 

 

会場 ３ 司会 ①～④篠﨑絵里香：石井翔悟  ⑤～⑨鈴木真樹・橋本祐樹 

 

発表① 10：00 ～ 10：30 

文学教材の「読みの交流」を通したインクルーシブな授業づくり 

－「プラタナスの木」の単元を事例として－ 

篠﨑絵里香（玉川大学教職大学院院生） 

小・中学校の通常学級において「学習面又は行動面で著しい困難を示すとされた児童生

徒数の割合」が増加している。特別な教育的支援が必要な児童生徒の在籍が常態化してい

るが、国語科授業における有効な手段が十分に明確にされているとは言えない。松本修

（2005）の「読みの交流」の社会的相互行為としての側面に着目し、国語科授業において

「読みの交流」を行うことで、要支援の児童が学習に参加していく様相を分析する。 

 

発表② 10：30 ～ 11：00 

「ごんぎつね」における読みの交流のための〈問い〉づくりの学習 

―〈問い〉を選ぶ活動による交流の促進―  

渡辺優菊（府中市立白糸台小学校） 

〈問い〉づくりから、全体で検討する共通の〈問い〉を選んで交流のための課題とするこ

とで、個々の読みの再検討と促進による交流の活性化を検討してきた。これまでの実践で
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は、教師側が〈問い〉をその質によってグルーピングした状態で提示していたものを、学

習者自身がグルーピングを行い、問いの意味やその追求の意味を学習者自身が吟味し、よ

り主体的な学習者の思考を促すために、その学習過程を提示し、学習効果を検討する。 

 

発表③ 11：00 ～ 11：30 

ロイロノートの相互参照を用いた文章構成力を養う学習デザイン 

 －共有ノートを使用した「提案文を書こう」を事例として－ 

石井翔悟（玉川大学教職大学院院生） 

小学校第５学年児童が構成の検討を意識するために、ロイロノートにおける相互参照

ツール共有ノートを用いて提案文を書く実践を行った。授業前後の意識調査において、文

章構成の意識に有為差が見られた。また、相互参照を行うことで、文章の質、量、書くス

ピードが上昇する傾向が示唆され、テキストボックスの入れ替えによる構成の検討によ

って、入れ替え後の提案文の方が、評価が高かった。 

 

発表④ 11：30 ～ 12：00 

作詞を通して言語感覚を養う授業デザイン 

深松俊介（玉川大学教職大学院院生） 

小学校 6 学年児童における言語感覚の育成のために、作詞という学習活動を通して言

語感覚を養う単元を開発し、その効果に関する検証を行った。作詞を行う中で言葉の変化

や歌詞のストーリー性を変化させた事を児童自身が言語化し、また、メロディによる「拍」

を意識して言葉を考えることで言語感覚が養われたという結果が得られた。  

            

           休憩 

 

発表⑤ 13：00 ～ 13：30 

学習者が〈問い〉を変更する要因と読みの深まりの関係についての考察 

鈴木真樹（相模原市立九沢小学校） 

「自己の〈問い〉を追究する」とは、どのような姿であるか、詳しく分析している研究

は少ない。稿者の事前調査では、自己の〈問い〉を追究し、読みを深める姿の一つとして、

学習者がそれまで考えてきたものとは何の関連もない〈問い〉に変更する様子が確認でき

た。そこで本研究では、学習者が〈問い〉を変更する要因を分析し、その要因の違いが学

習者の読みの深まりにどのような影響を与えるかについて考察をおこなう。 

 

発表⑥ 13：30 ～ 14：00 

読みの交流における学習者の参与意識とレリバンス   

橋本祐樹（世田谷区立等々力小学校） 

読みの交流においては、学習者のレリバンスの変化が交流の成立の要素の一つとして

挙げられている。ただ、学習者のもつ交流への参与意識と、それに伴うレリバンスの変化

は、交流の成否にとって重要だと考えられるものの、その内実については検証が行われて

いない。詩の学習の交流活動を通して、学習者の参与への意識が、レリバンスの変化や解
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釈形成に与える影響について検証する。 

 

発表⑦ 14：00 ～ 14：30 

「議論空間」の構築を通した書くことの指導デザイン 

    中尾聡志（熊本市教育センター（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科）） 

本研究では、初等教育において構築する「議論空間」の中で、資料を介した参加者と書

き手との相互作用を通して、意見文を生み出す指導デザインを明らかにする。そのため

に、小学校５年生児童を対象にした授業を実施し、授業プロトコルを分析・検証した。そ

の結果、指導デザインには、意見をもつための先行テキストとの出合い、意見文を書くた

めの問いとその解決、カンファレンスの場の設定が必要であることが明らかになった。 

 

発表⑧ 14：30 ～ 15：00 

『のらねこ』（三木卓）における語られなかった状況を読む学習の様相 

神永裕昭（足立区立桜花小学校） 

登場人物である「のらねこ」の性格を子どもたちと考えると、「警戒心が強い」「人間

を信用していない」「人間がこわい」などの意見が出された。しかし、「のらねこ」がど

うしてこのような性格になったのかについては語られていない。そこで、「のらねこは、

どのような経験をしてきたのか」という、のらねこの不在時を問う課題に取り組んだ。こ

の学習の分析を通して、語られなかった状況を読む学習の意味について検討したい。 

 

発表⑨ 15：00 ～15：30 

「語り」を読む学習デザイン 

－「世界でいちばんやかましい音」における語り手の位置をもとに－ 

髙橋圭祐（上越教育大学教職大学院院生） 

文学的文章の読みにおいて、「語り」を読むことの重要性が指摘されている。本研究で

は、小学校 5 年生「世界でいちばんやかましい音」を教材として、「語り」「語り手」に

関わる問い中心に、読みの交流の実践授業を行う。「語り手」の位置を想定することで学

習者が物語行為にどのような意味付けを行うのか、その交流における学習者の発話内容

を分析・検証し、「語り」を読むことの学習デザインとその有効性について考察する。 
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     15：40～16：10 交流会 会場： Ｂ３０３ 

     17：30 から八王子駅前で懇親会を予定しております。 

       「くいもの屋わん 八王子ユーロード店」（会費 3000 円程度） 

 

 

 

 


